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漢
詩
集

『
萍
水
奇
賞
』

は

じ

め

に

翻
刻
と
注
祥

森

IIJ

重
　
昭

三
年
ほ
ど
前
、
本
學
職
員
荻
須
恵
子
氏
よ
り
木
版
小
冊
子
の
複
寫
を
示
さ
れ
、
そ
の
解
讃
を
依
頼
さ
れ
た
。
そ
れ
は
『
萍
水
奇
賞
』
と

い
う
漢
詩
集
で
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
、
徳
川
家
斉
将
軍
襲
職
の
琉
球
國
賀
慶
使
の
一
行
が
岡
崎
の
地
に
立
ち
寄
っ
た
と
き
、
一
行

中
の
馬
克
義
、
毛
廷
柱
、
お
よ
び
鄭
永
泰
と
、
岡
崎
の
文
人
、
荻
須
親
卿
及
び
金
滓
子
匹
、
名
古
屋
の
儒
學
者
、
岡
田
挺
之
、
奥
田
新
川
、

國
學
者
の
河
村
乾
堂
と
の
開
に
交
わ
さ
れ
た
贈
答
詩
を
輯
め
た
も
の
で
あ
る
。

今
夏
、
小
暇
を
得
て
頌
む
こ
と
が
で
き
た
。
営
時
の
地
方
文
人
の
風
雅
を
偲
ぶ
よ
す
か
の
一
端
と
し
て
、
翻
刻
し
、
注
鐸
と
し
て
書
き

下
し
文
と
語
鐸
を
附
し
て
紹
介
し
、
併
せ
て
大
方
の
批
正
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

『
萍
水
奇
賞
』
に
は
二
種
類
の
版
本
が
あ
る
が
、
本
稿
が
底
本
と
し
て
用
い
た
の
は
、
初
版
に
後
に
入
木
し
て
一
部
の
撰
者
名
を
補
っ

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
翻
刻
に
営
っ
て
ば
、
原
文
の
誤
字
、
略
字
、
俗
字
は
正
字
に
改
め
た
。
返
り
鮎
と
逍
り
仮
名
は
原
文
の
ま
ま
で
あ



-2-

る
が
、
印
刷
の
都
合
上
、
選
り
仮
名
の
一
部
を
現
代
の
表
記
法
に
改
め
た
。
な
お
、
縦
鮎
は
省
略
し
た
。
句
讃
鮎
は
筆
者
が
補
っ
た
も
の

で
あ
る
。

些
か
専
門
外
の
書
物
を
讃
む
機
會
を
輿
え
て
下
さ
っ
た
荻
須
恵
子
氏
、
原
本
の
借
用
と
寫
箕
の
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
豊
橋
市
立

中
央
圖
書
館
、
寫
箕
の
撮
影
を
し
て
下
さ
っ
た
本
學
文
學
部
教
授
杉
戸
清
彬
氏
の
皆
さ
ん
に
厚
く
お
疆
を
申
し
上
げ
る
。

二

九
九
〇
年
九
月
）
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（

序

）

（

序

績

き

）
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ら践

心

（
裁
績

き

・
刊

記

）
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序寛
政
庚
辛

之
際
。
琉
球

聘
使
之
過
岡
崎

也
。
荻
金
二
子

。
試
投
之
以

詩
。
而
得
馬
毛

鄭
三
人

之
報
。
賢

途
申
諸
作
。
常
人

徒
注
目
其

導
従

服
飾
耳

。
豊

暇
属
思
文
翰
乎

。
二
子

嗜
詩
之
甚

。
濁
能
及

之
。
自
喜

之
諦
。
書
以

今
示
同

志
。
四

方
好
事
家

。
聞
之
求

観
者
。
殆
無
虚
日

。

於
是
二
子
謀

上
諸
梓

。
以

省
繕
寫
之
努

。
副
人
、
、
践
望
之

意
。
可

謂
清
世

楽
事
。
萩
苑

奇
賞
也

。
余
少
時
讃

雪
堂
燕

遊
草
日

課
詩
話

。
知
琉

球
素
習
爛

詩
者
。
是

編
則
其
遺
闇

。
而

贈
1　
之
什

。
賓
防
于

此
云

。

寛
政
辛
亥
花

朝
前
一
日

甘
亭
岡
田

挺
之
題

寛
政
庚
辛
の
際
、
琉
球
聘
使
の
岡
崎
を
過
ぐ
る
や
、
荻
・
金
の
二
子
、
試
み
に
之
に
投
ず
る
に
詩
を
以
て
し
、
而
し
て
馬
・
毛
・
鄭
三
人

の
報
、
賢
び
途
中
の
諸
作
を
得
た
り
。
常
人
は
徒
だ
其
の
導
従
の
服
飾
に
注
目
す
る
の
み
。
豊
に
思
を
文
翰
に
属
す
る
に

暇

あ
ら
ん
や

二
子
詩
を

嗜
む
の

甚

し
き
、
濁
り
能
く
之
に
及
ぶ
。
自
ら
喜
ぶ
の
除
、
書
し
て
以
て
同
志
に
今
示
す
。
四
方
の
好
事
家
、
之
を
聞
き

て
観
ん
こ
と
を
求
む
る
者
、

殆

虚
日
無
し
。
是
に
於
て
二
子
諸
を
梓
に
上
せ
て
、
以
て
繕
寫
の
努
を
省
き
、
人
び
と
践
望
の
意
に
副
は

ん
こ
と
を
謀
る
。
清
世
の
楽
事
、
萩
苑
の
奇
賞
と
謂
ふ
べ
き
な
り
。
余
、
少
か
り
し
時
、
雪
堂
燕
遊
草
日
課
詩
話
を
讃
み
、
琉
球
素
よ
り

詩
に
習
婿
せ
る
者
な
る
を
知
る
。
是
の
編
は
則

ち
其
の
遺
闇
け
れ
ど
も
、
而
も
贈
答
の
什
、
賓
に
此
に
防
ら
か
な
り
と
云
ふ
。

寛
政
辛
亥
花
朝
の
前
一
日

甘

亭

岡

田

挺

之

題

す

○
寛
政
庚
辛
　

寛
政
庚
戌
の
誤
り
。
寛
政
庚
戌
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
に

富
る
。
　
　

○
聘
使
　
聘
問
の
使
者
。
　
　

○
導
従
　

前
後
の
と

も
び

と
O

す

る

。

○
文
翰
　
文
章
筆
墨

。
　
　

○
今
示
　

誇
示
に
同
じ
。
み
せ

び
ら
か
す
。
　
　

○
上
梓
　

木
版
で
書
物
を
出
版
す
る
こ
と
。
　
　

○
繕
寫
　
9
　
書

○
践
望
　
待
ち
こ

が
れ
る
さ
ま
。
　
　

○
萩
苑
　
萩
は
語
の
古
字
。
語
苑
と
同
じ
。
文
語
の
社
會
。
　
　

○
奇
賞
　

す
ぐ
れ
た
た
ま
も
の
。
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○
雪
堂
燕

遊
草
日
課
詩
話
　
　

未
詳
。
琉
球
人
、
程
順
則
に
、
『
雪
堂
燕
遊
辨
』
と

い
う
著
書
が
あ
り
、
正

徳
四
年
（
一
七
一
四
）
、
京
都
の
書
林
奎
文
舘
瀬

尾
源
兵
衛
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
て

い
る
。
こ

の
書
は
、
程
順
則

が
中
國
に
使
し
た
時
、
そ
の
往

還
滞
留
の
間
に
賦
し
た
詩
を
輯
め
た
漢
詩
集
で
、
詩
話
に
類

す
る
も
の
は
含
ま
れ
て

い
な
い
が
、
或
は
こ
の
書
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
　

○
習
嬉
　

端
習
に
同
じ
。
熟
練
す

る
。
　
　

○
什
　
『
詩
経
』の
雅

と
頌
の
各
十
篇
を
い
う

。
韓
じ
て
詩
歌
・
詩
篇
を

い
う
。
　
　

○
寛
政
辛
亥
　

寛
政
三
年
（
一
七
九

こ

に
営
る
。
　
　

○
　
花
朝
　

陰
暦

二
月
十
二
日
、

又
は
二
月
十
五
日
を
い
う
。
　
　

○
岡
田
挺
之
　

岡
田
新
川
。
名
は
宜
生
、
字
は
挺
之
、
字
を
以
て
行
わ
れ
る
。
通
梧
は
仙
太
郎
、
又
、
彦
左
衛
門
。
新
川

と
琥
す
。
又
別
に
暢
園
・
朝
陽
・
甘
谷
・
杉
斎
な
ど
の
彼
が
あ

る
。
尾
張
の
人
。
本
府
の
世
臣
で

、
業
を
松
平
君
山
に
受
け
た
。
藩
校
の
教
授
と
な
り
、
後

に
督
學
に
進
ん
だ
。
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）二
二
月
二
十
四
日
歿
。
歳
六
十
三

。
（
『
近
世
漢
學
者
傅
記
著
作
大
跡
典
』
に
よ
る
）

萍
水

奇
賞

■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

河
　
　
　

荻

洲

因

親

卿

著

金

滓

休

子

匹

寛

政

庚

戌

仲

冬

九

日

〇

琉

球

。
使

者

宿
一
手

岡

歩

〇

明

年

正

月

九

日

〇

復

経
・
瀧

地

ご

。

共

有
一
鴫

和

一
。

幸

地

親

方

馬

克

義

兼

本

親

雲

上

毛

廷

柱

上

原

親

雲

上

鄭

永

泰
・

皆

其

よ

斑
也

―
　
一

時

。
之

會
・

便

成

゜
奇

賞

八

東
1
　

一
于

梓

よ

っ

以

憚

・
同

志

よ
l

へ
い
す
ゐ

萍

水

奇

賞

寛
政
庚
戌

仲
冬
九
日
、
琉
球
の
使
者
岡
崎
に
宿
す

三
河
　
　
　
荻
洲
因
親
卿

著

金
滓
休
子
匹

。
明
年
正
月
九
日
、
復
た
此
の
地
を
経
、
共
に
唱
和
有
り
。
幸
地
親
方
馬
克
義
・

兼
本
親
雲
上
毛
廷
柱
・
上
原
親
雲
上
鄭
永
1　
、
皆
其
の
選
な
り
。
一
時
の
會
、

便
ち
奇
賞
を
成
す
。
途
に
梓
に
上
せ
て
、
以
て
同
志

こ

ム
ロ

る

。

~
-≫
　
t
r
只
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○
萍
水
　

浮
草
と
水
。
唐
の
王

勃
の
「
膝
王
閣
の
序
」

に
、
「

萍
水
相
逢
ふ
も
、
盗
く
是

れ
他
郷
の
客
な
り
」
と
あ
る
の
を
ふ
ま
え
て
、
書
名
に
取
り
入
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
○
奇
賞
、
す
ぐ
れ
た
た
ま
も
の
。
　
　

○
荻
洲
因
親
卿
　
荻
須
因

。
譚
は
景
信
、。
字
は
親
卿
、
通
栴
は
恕
因
・
恕
恨
。
天
保
八
年

二

八
三
七
）
三
月
四
日
歿
。
歳
八
十
四

。
岡
崎
本
多
家
の
典
醤
。
（
『
新
編
岡
崎
市
史
1
3
　近
世
學
藷
篇
』
に
よ
る
）
　
　

○
金
庫
休
子
匹
　

金
滓
休
。
字
は
子

匹
、
通
梧
藤
左
衛
門
、
東
道
と
琥
し

た
。
岡
崎
傅
馬
町
の
宿
屋
柏
屋
の
主
で
あ
っ
た
。
名
古
屋

の
岡
田
新
川
に
學

び
、
詩
・
文
章
を
能
く
し
た
。
（
同
上
）

○
寛
政
庚
戌
　
寛
政
二

年
（
一
七
九
〇
）
に
営
る
。
　
　

○
仲
冬
　

陰
暦
十
一
月
。
　
　

○
唱
和
　
詩
歌
を
相
互
に
贈
答
す
る
。
　
　

○
親
方
　

琉
球
國
の

官
名
。
　
　

○
親
雲
上
　
琉
球
國

の
官
名
。
　
　

○
上
梓
　
木
版
で
書
物
を
出
版
す
る
こ
と
。

舞
・
兼
本
上
原
雨

親
雲
上
・
　
　
　

金

滓
休

萬

里
温

遥

顔
・
去
来

。
≒

先
聞
學
士
不
君
悪
才
〇

詩
盟
今

日
如
相
許
〇

隔
國
風
流
鶏

パ
我
裁
O

兼

本

・
上

原

雨

親

雲

上

に

贈

る

萬

里

這

這

と

し

て
　

去

来

を

絶

つ

も
　

／

の
風

流
　

我

が
焉

に

裁

せ

よ

○
這

潅
　
は
る
か
に
遠
く
離
れ
る
さ
ま
。

金
庫
休

先
に
聞
く
　
學
士
　
不
蓼
の
才
な
る
を
　
／
　

詩
盟
　
今
日

○
不
草

君
羊
衆
を
離
れ
て
超
出
す

る
。

如
し
相
許
さ
ば
　
／
　
隔
國

○
詩
盟
　
　

詩
人
の
ま
じ
わ
り
。

釜

一
金
子

匹
・
　
　
　
毛
廷

柱

萬

里
梯
航
赴
・
～

煮

て

騨
中
幸
二
遇

。
少
陵
。
賢
っ

鍾
金

捧
讃
教
・
儀

ア
よ
感
づ
I

更

。
約

。
饉
程

翫
・
爾

篇

。
八

金
子

匹
に

答
ふ

毛
廷
柱
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萬
里
の
梯
航

日
漫
に
赴
き

／

騨
中

幸
に
遇
ふ
　
少
陵
が
賢
に

約
す
　
饉
程
｀
簡
篇
を

翫

ぶ
を

／

ろ

う
き

ん

鍾

金

捧
讃
す
れ
ば
　
人
を
し
て
感
ぜ
し
め
　
／
　
更
に

○
梯
航
　
は
し
ご
を
か
け
て
山
に
登
り
、
船
に
乗
っ
て
海
を
渡
る
。
海
山
を
超
え
て
遠
方
に
ゆ
く
こ
と
。
　
　

○
日
逞
　

王
城
の
近
く
。
　
　

○
少
陵
　

唐

の
詩
人

、
杜
甫
の
こ
と
。
少
陵
は
も
と
漢
の
宣
帝
の
許
后
を
葬
っ
た
陵
の
名
。
院
西
省
長
安
新
杜
陵
の
東
南
に
位
置
す

る
。
宣
帝
の
杜
陵
に
比
べ
て

や
や
小

さ
い
の
で
少
陵
と
い
う
。
杜
甫
は
陵
西
に
家
を
構
え
た
の
で
、
杜
陵
布
衣
・
少
陵
野
老
と
琥
し
た
。
　
　

○
催
金
　
美
し

い
詩
文
の
喩
。
　
　

○
捧
讃
　
両

手
で

さ
し
あ
げ
て
恭
し
く
讃
む
。
　
　

○

蹄
程
　

か
え

る
道
す
じ
。
　
　

○
簡
篇
　
篇
簡
に
同
じ
。
詩
文

。
押
韻
の
都
合
で
簡
篇
と
し
た
。

蕎
一
別
雨

親
雲
上
・
　
　
　
金

滓
休

異
國
文

人
識
゜
姓
名

≒

館
中
通
″
刺
ぶ
ハ
。
相
盟

―
曾
～
親

。
筆
硯
雲

姻
色
っ

始
i
K見
衣
冠

鐘
鼓
ご
阿

夢
か
断

。
千

山
函
谷
月

―
神

。飛

萬
里
武
昌

城
〇
各
天

定
有
一
肩

思

感
一
〇
再
會

裁
¨
詩
。
尉
グ
旅
情

づ
O

雨
親
雲
上
を
送
別
す
　
　
　
金
滓
休

異
國
の
文
人
　
姓
名
を
識
り
　
／
　
館
中
　
剌
を
通
じ
て

衣
冠
　
鐘
鼓
の
聾
　
／
　
夢
は
断
ゆ
　
千
山
　
函
谷
の
月

／
　
再
會
す
れ
ば
　
詩
を
裁
し
て
旅
情
を
慰
め
ん

共
に
相
盟
ふ
　
／
　
曾
て
親
し
む

ひ

つ

け
ん

筆

硯

／
　

神

は
飛

ぶ
　

萬
里
　

武
昌
の

城
　
／

雲
姻
の
色
　
／
　
始
め
て
見
る

各
天
定
め
て
蹄
思
の
感
有
ら
ん

○
通
刺
　
名
札
を
さ
し
出
し
て
面
會
を
求
め
る
。
　

○
筆
硯
　

筆
と
硯
。
韓
じ
て
文
章
に
携
わ
る
こ
と
。
　
　
○
雲
姻
　
書
書
の
筆
勢
の
躍
動
す
る
形
容
。

唐
の
杜
甫
の
「
飲
中
八
仙
の
歌
」
に
、「
張
旭
は
三
杯
に
し
て
草
聖
と
傅
ふ
　
／
　

帽
を
腕
し
頂
を
露
は
す
　
王
公
の
前
　
／
　

毫
を
揮
ひ
て
紙
に
落
せ
ば

雲
姻
の
如
し
」
と
あ
る
。
　
　

○
函
谷
　

中
國
の
開
の
名
。
河
南
省
霊
賓
蒜
の
西
南

。
谷
中
に
あ
っ
て
、
そ
の
深
瞼
な
様
子

が
似
て

い
る
の
で
名
づ
け
る
。

後
、
漢
の
武
帝
の
時
、
河
南
省
新
安
懸
の
東
北
に
移
す
。
　
　

○
紳
　
　

た
ま
し
い
。
　
　

○
武
昌
城
　

武
昌
は
中
國
の
地
名
。
城
は
都
市
、
ま
ち

。
今
の

湖
北
省
武
漢
市
の
長
江
右
岸
地
匯

。
長
江
中
流
に
位
置
し

、
函
谷
開
と
南
北
に
遠
く
隔
た
る
。
　
　

○
肺
思
　
錯
郷
を
思
う
。
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血
グ
兼
本
上
原

雨
親
雲
上
・
　
　
　

金
庫
休

恭
奉
゜
書
。
中
山
儀
衛
正

兼
本
・

楽

師
上

原
雨
親
雲
上

之
O

執
事

於
赤
坂
騨
之

賓
館
一
言

躾

。
中
山
王

府
使
者
O

束
賀
。
之

駕
O

傲
然
F
y
臨
。

焉
・

投
・
滴

。
岡

崎
・
よ

休
也
旅
館

。
之
側
微
・

幸
得
¨
謁
一
滴

君
足

ブ

よ

賓

。
千
歳

之
一
遇
・

感
喜
。
之
締
・

賦
七

絶
・
♂

以
呈
一
滴

足
下
～

足
下
不
1
　　置
・

郎

賜
こ
局
和
一
♂

他
日
以
示
・
参

州
岡
田
文
學
・
よ

文
學
輿
一
而

村

奥
田
二
子
・
和
』

ハ
詩
・
♂

却

寄
一
扁

君
一
言

今

附
呈

。
也
・

休
也
伏
よ

乞

。
〇
雨

君
来

往
途
中

。
之
吟
っ

願
書
一
」

紙

～
〇
以

賜
¨
休
〇

休
蔵
し

之
・

長

鶏
¨
珍
よ
9

　
甚
幸

甚
〇
春
寒

自
愛
宍
〇

明
朝

於
゜

岡
崎
客
舎
一
よ

期
゜
再
會

づ
也

―
頓
首
頓
首

―

兼
本

・
上
原
雨

親
雲
上
に
輿
ふ

金

滓
休

恭
し
ん
で
書
を
中
山
の
儀
衛
の
正
兼
本
、
楽
師
上
原
雨
親
雲
上
の
、
事
を
赤
坂
騨
の
賓
館
に
執
る
に
奉
る
。
異
に
中
山
王
府
の
使
者
、
束

賀
の
駕
、
傲
然
と
し
て
臨
む
。
宿
を
岡
崎
に
投
ず
。
休
や
旅
館
の
側
微
な
る
も
、
幸
に
雨
君
足
下
に
謁
す
る
を
得
た
り
。
賓
に
千
歳
の
I

遇
に
し
て
、
感
喜
の
腺
、
一
絶
を
賦
し
て
、
以
て
雨
足
下
に
呈
す
。
足
下
置
か
ず
し
て
、

卸
ち
高
和
を
賜
ふ
。
他
日
以
て
張
州
の
岡
田

文
學
に
示
す
。
文
學
、
河
村
・
奥
田
の
二
子
と
其
の
詩
を
和
し
、
却
っ
て
雨
君
に
寄
す
。
今
、
附
呈
す
る
な
り
。
休
や
伏
し
て
乞
ふ
、
雨

君
束
往
途
中
の
吟
、
願
は
く
ば
一
紙
に
書
し
て
、
以
て
休
に
賜
は
ん
こ
と
を
。
休
之
を
蔵
し
て
、
長
く
珍
と
焉
さ
ん
。
幸
甚
幸
甚
。
春
寒

自
愛
せ
よ
。
明
朝
岡
崎
の
客
舎
に
於
て
、
再
會
を
期
す
る
な
り
。
頓
首
頓
首
。

○
中
山
　

琉
球
の
別
格
。
　
　

○
儀
衛
正
　

儀
衛
は
、
儀
怯
の
兵
士
。
儀
式
に
1　
列
し
て
護
衛
の
任
に
営
る
兵
士
。
正
は
、
お
さ
、
か
し
ら
。
　
　

○
赤
坂

騨
　
東

海
道
五
十
三
次
の
一
宿
。
現
在
の
愛
知
蒜
賓
飯
郡
音
羽
町
赤
坂
。
　
　

○
来
賀
　

人
が
訪
れ
て
束
る
こ
と
の
敬
語
。
　
　

○
儀
然
　

威
巌
の
あ
る
さ

ま

。

○
側
微
　

い
や
し
い
身
分
。
　
　
○
岡
田
文
學
　

岡
田
挺
之
の
こ
と
。
文
學
は
、
江
戸
時
代
、
諸
藩
の
儒
者
を
い
う
。
　
　
○
河
村
　
河
村
乾
堂
。

國
學
者

。
名
は
盆

根
、
培
二

郎
と
梧
す
。
乾
堂
は
そ
の
読
。
秀
根
の
第
二
子
。
家
庭
に
學
ん
で
國
學
を
名
古
屋
に
唱
え
た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
十
一



借
問
す
　
呉
中
　
名
士
輩
　
／
　

幾
人
か
酬
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月
十
一
日
歿
。
歳
六
十
四
。
（
『
大
日
本
人
名
辞
書
』

に
よ
る
）
　
　

○
奥
田
　
奥
田
鶯
谷

。
尾
張
の
儒
者
。
名
は
永
業
、
字
は
建
叔
、
輿
三
郎
と
梧
す
。
鶯

谷
は
そ
の
読
。
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
歿
。
歳
七
十
一
。
（
同
上
）
　
　

○
附
呈
　

同
封
し
て
差
し
出
す
。
　
　

○
幸
甚
　
手
紙
の
前

が
き
、
又

は
結

辞
に
用

い
る
語
。
　
　

○
春
寒
　

春
の
さ
む
さ
。
除
寒
。
　
　

○
頓
首
　

書
簡
文
又
は
上
書
な
ど
に
敬
意
を
表
す
の
に
用
い
る
語
。

和
ご
寄
兼
本

親
雲
上
・
　
　
　

岡
田

挺
之

客
子
経
過

。
水
騨

。
逞
・

詞
才
又

似
一
考

堂

。
賢
一
よ

蓬

莱
月
色
梅
花

。
影
っ

寫
得
ぶ

¨
端
入
一
面

篇
一
言

兼
本
親
雲
上
に
和
し
寄
す
　
　
　
岡
田
挺
之

客
子
経
過
す
　
水
騨
の
逞
　
／
　
詞
才
　
又
　
雪
堂
の
賢
に
似
た
り
　
／

入
る

○
客
子
　

旅
人
。

則
の
こ
と
か
。

思
い
が
け
な
く
。

蓬
莱
　
月
色
　
梅
花
の
影
　
／
　
寫
し
得
て
端
無
く
錦
篇
に

○
水
騨
　
水
逡
の
ふ
な
つ
き
ば
。
　
　

○
雪
堂
　

岡
田
挺
之
の
序
に
あ

る
『
雪
堂
燕
遊
草
日
課
詩
話
』

の
著
者
と
考
え
ら

れ
る
程
順

○
蓬
莱
　
仙
山
の
名
。
東
海
の
東
に
あ
っ
て
、
仙
人
が
住

ん
で
い
た
と

い
う
。
韓
じ
て
富
士
山
の
よ
う
な
霊
山
の
美
栴
。
　
　

○
無
端

○
錦
篇
　
美
し
い
詩
集
。

同
前
　
　
　

河
村
盆

根

聞
君
十

五
出
一一
南
1
　・
〇
負

笈
求
¨
師
ぶ
戸

巨

賢
い
〇
借
問

よ
ハ
中
。
名
士
輩

〇
幾
人
酬

庖
得
一
冊

篇

≒

同
前

河
村

盆
根

1
1
-
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
き
ふ

一
　
聞
く
　

君

十
五
に
し
て
　

南
逞
を
出

で
　
／
　

負

笈
　

師
を
求

め
て
　

巨
賢

を
選
ぶ
　

／
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座

し

て

佳

篇

を

得

た

り

し

や

○
南
逡
　

南
方
の
逞
境
。
　
　

○
負
笈
　

遊
學
す
る
こ
と
。
　
　

○
巨
賢
　
す
ぐ
れ
て
偉

い
人
。
　
　

○
借
問
　

試
み
に
問
う

。
　
　

○
呉
中
　

中
國
の
地

名
。
江
蘇
省
呉
懸
を
い
う
。
春
秋
の
時
、
呉
の
國
都
で
あ
っ
た
か
ら
い
う

。
　
　

○
酬
舌
　

こ
た
え

る
。
舌
答
。
　
　

○
佳
篇
　

よ
い
詩
文
。

同

前
　
　
　

奥
田
永
業

使

者
。
光
華

照
・
詣

浸

入

燕
裂
豹
飾
亦

誰
賢
っ

我
知

兼
本
親
雲
上

―
逢
こ
者
よ

詞
流

～
郎
有

¨
篇

―

同

前

奥
甲

水
業

使
者
の
光
華
　
路
逞
を
照
し
　
／
　
苦
裴
豹

飾

亦
誰
か
賢
な
る
　
／
　
我
は
知
る
　
兼
本
親
雲
上
　
／
　
詞
流
に
逢
著
し
て

す
な
は
即

ち

篇

有

り○
光
華
　
ひ
か
り
。
　
　

○
路
逞
　

み
ち
の
ほ
と
り
。
路
傍
。
　
　

○
魚
袋
豹
飾
　
薫
裴
は
、
子
羊
の
皮
衣
。
豹
飾
は
、
豹
の
皮
で
衣
服
を
飾
る
こ
と
を
い

う
。
『
詩
経
』
鄭
風
「
魚
袋
」
の
篇
に
、
「
苦
盃
豹
飾
　
／
　

孔
だ
武
に
し
て
力
有
り
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
　
　

○
逢
著
　

で
あ
う
。
　
　

○
詞
流
　
詩
文

の
な
か
ま
。

贈
・
上

原
親
雲
I

。
用
・
玉

子
匹
韻

≒
　
　
　

岡
田

挺
之

楽

師
中
認

。
上

原
名
〇
未

¨
得

鶏
壇

暫
結
‰

う
〇

素
月

寒
梅
先

飯
¨
色
〇

提
琴
亜

鼓
週

。
傅
し
肌

〇

忽
聞
今

夕
1
　ぎ
菅
水
・
〇
又
誕

明
朝
至

゜
柳

城

☆

太
惜
。
詩
家
違
一一
會
面

～

寧
。
舞
一
片
語

寫
・
漸

情

☆

上

原
親
雲
上

に
贈
る
に
、

金
子

匹
の
韻

を
用
ふ

。

岡
田

挺
之
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楽

師
の

中

に
認

む
　

上

原

の
名
　

／

は
る
か

亜

鼓
　

週

に

聾

を

傅

ふ

た
が

詩

家
　

會

面

に

違

ふ

を

未
だ
得
ず

／
　

忽
ち
聞
く

今
夕

鶏
壇

暫

く
盟
を
結
ぶ
を
　
／
　
素
月
　
寒
梅
　
先
ず
色
を
飯
り

／
　

提
琴

菅
水
を
過
ぐ
る
を
　
／
　
又
誕
ふ
　
明
朝

柳
城
に
至
る
と

／

太
だ
惜
し
む

／
　
寧
ろ
片
語
の
離
情
を
寫
す
こ
と
無
か
れ

○
鶏
壇
　
朋
友
の
相
會
す

る
處
を

い
う
。
　
　

○
結
盟
　

ち
か
い
を
結
ぶ
。
　
　

○
素
月
　

白
い
月
の
光
り
、
或
は
、
光

の
明
ら
か
な
月
。
　
　

○
寒
梅

冬
の
梅
。
　
　

○
提
琴
　
楽
器
の
名
。
　
　

○
亜
鼓
　
太
鼓
を
小
刻
み
に
撃
つ
。
　
　

○
菅
水
　
乙
川

の
こ
と
。
岡
崎
の
市
街
地
を
流
れ
て
矢
作
川
に
合
流

す
る
。
岡
崎
市
街
地
附
近
で

は
菅
生
川
と

も
呼
ぶ
の
で
菅
水
と
い
っ
た
。
又
、
平
仄
の
都
合
に
も
よ
る
。
　
　

○
柳
城
　
龍
城
。
岡
崎
城
の
こ
と
。
平

仄
の

都
合
で
、
龍
に
か
え
て
柳
の
字
を
用
い
た

。
　
　

○
會
面
　

で
あ
う

。
面
會
。
　
　

○
片
語
　

ひ
と
こ
と
。
　
　

○
離
情
　

離
別
の
悲
し
い
こ
こ
ろ
。

同
前
　
　
　

河
村
盆

根

海
村
山

騨
偏
題
¨
名
ぷ

幾
處
束
尋
水
石
S
i
°
歯
簿
行
交

青
布
y
影
っ
漁
歌

迦
M
雑
書
箱
よ
鴛

碧
1　
霞
起
天
台

。
樹

―
紫

府
星
廻
北
斗

城
・

遠

客
今
逢
・
噺

歳
。
近

～
つ

旅
程
知

。
有
一
廠

郷

。
惰

　
0

同
前
　
　
　

河
村

盆
根

4
　
村
　

山

騨
　

偏

く
名

を
題

し

書
茄
の
聾
　
／
　
碧
宥
　
霞
起
る

／
　

幾
處
か
来
り
尋
ぬ

天
台
の
樹
　
／
　
紫
府

ろ
　
1
4

水

石

の

盟
　

／
　

歯

簿

行

き

交

ふ

星
廻
る
　
北
斗
の
城
　
／
　
遠
客

青
富
の
影
　
／
　
漁
歌

週

に
雑
ふ

今
　
新
歳
の
近
き
に
逢
ひ
　
／
　
旅

程
　

知

り

ぬ
　

故

郷

の

情

有

る
を

○
海
村
　

海
逞

の
村
。
　
　

○
山

騨
　
山
間

の
宿
騨
。
　
　

○
題
名
　

登
覧

尋
訪
の
歳
月
と

そ
の
同

遊
の
人
を
記

す
。
　
　

○
幾
處
　

ど
れ
く
ら

い
。

○
水
石
盟
　

川
の
中
で
水
と
石
と

が
出
合
う
よ
う
な
、
人
と
人
と

の
ま
じ
わ
り
を

い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。
　
　

○
歯
簿
　
天
子
の
行
列
。
こ
こ
で
は
琉
球
國

使
節
の
行
列
を
い
う

。
　
　

○
青
布
　

酒
屋
の
看
板
の
旗
。
　
　

○
漁
歌
　

漁
夫
の
う
た
う
歌
。
　
　

○
書

箱
聾
　
茄

は
、
あ
し
ぶ
え
。
白
書
に
聞
え
る
あ

し
ぶ
え

の
音
。
　
　

○
碧
1　
　
あ
お

ぞ
ら
。
　
　

○
天
台
　
天

台
宗

登
軒
の

地
、
天

台
山
。
　
　

○
紫
府
　

紳
佛
の

居
處
。
　
　

○
北
斗
　

北
斗

星
。
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○
新

歳
　

新
年

。

一
　
　
　

同
前
　
　
　

奥
田
永
業

未

¨
接
・
喀

華
一
掃
記

¨
名
♂

還

蒋
ご
詩
句

八
寄
・
廉

盟

≒

蹄
装
乍

値
一
面

花
扁

川

道
路
久
一
岡
城
・
よ

此
中
曾
有
一
白

音

。
在

≒

吟
罷

凄
涼
復
別
情
O

同
前
　
　
　
奥
田
永
業

未
だ
客
華
に
接
せ
ず
し
て

濁

り
名

を

記
し

／
　

旅
思

其
れ
野
鳥
の
聾
を
如
せ
ん

／

／
　
還
っ
て
詩
句
を
将
っ
て
寒
盟
に
寄
す
　
／
　

蹄
装
　

乍
ち
山
花
の
登
く
に
値
ひ

萬
里
の
郷
園
　
海
嶋
に
鯨
く
　
／

知
音
の
在
る
有
り
　
／
　
吟
罷
み
て
　
凄

涼
復
た
別
情

三
川
の
道
路
　
岡

城
に
入
る
　
／
　
此
の
中
曾
て

○
客
華
　

華
は
、
よ
う
す
。
客
の
立
ち

い
ふ
る
ま
い
。
　
　

○
寒
盟
　

盟
約
に
背
く
こ
と

。
　
　

○
蹄
装
　

か
え
り
じ
た
ぐ
。
　
　

○
山
花
　
山
中
に
咲
く

花
。
　
　

○
旅
思
　

旅
路
の
お
も
い
。
　
　

○
郷
園
　
ふ
る
さ
と

。
　
　

○
海
嶋
　

海
中
の
島
。
　
　

○
三
川
　
三
河

。
　
　

○
岡
城
　

城
は
、
都
市
。
岡

崎
の
ま
ち
。
　
　

○
知
音
　
己
の
心
を
よ
く
知
る
親
友
。
　
　

○
凄
涼
　

も
の
さ
び
し
い
。
　
　

○
別
情
　

別
離
の
悲
し
い
こ
こ

ろ
。

呈
な
買
詩
稿
尾
張

諸
先
生

～

毛
廷

柱

柱
ヤ
也

性
愚
ニ
よ
　

本
拙
1
　　詩
よ

況
長

途
日
日
駆
馳

―
陽
春
白
雪
尤

難
¨
和
よ

惟
有
七
書
篇
上
・
雀

帷
一
よ

詩
稿
を
尾
張
の
諸
先
生
に
に
覧
す

柱
や
性
愚
に
し
て
　
本
詩
に
拙

し
　
／

毛
廷
柱

況
ん
や
長
途
　
日
日

駆
馳
す
る
を
や
　
／
　
陽
春
　
白
雪
　

尤

も
和
し
難
く
　
／
　
惟
だ



15 －　漢詩集「萍水奇賞」
-

と
う
ゐ
　
　
た
て
ま
つ

奮

篇

の

董

帷

に

上

る

有

り

○
呈
覧
　

高
覧
に
供
す
る
。
　
　

○
長
途
　

な
が
た
び
。

帷
は
、
ま
く
ば
り
の
う
ち
。
世
話
役
の
い
る
所
を
い
う
。

○
駆
馳
　
馬
を
か
け
は
し
ら
す
。

○
董
帷
　

董
は
、
董
事
の
略
。
會
の
幹
事
、
世
話
役
。

崎
津
泊

舟

傍
゛
江

ご
房
屋

白
っ

清
幽
ご
明
鏡
光

中
絆
・
瀋

舟
・
ぷ

村

落
兌
束
桑

落
。
酒

―
馮
戸
舷
よ
ハ
酔
解
・
奮

愁
・
♂

崎
4　
泊
舟

江
に
傍
り
て
　
房
屋

お
の

ず
か

自

ら
清
幽
　
／
　
明
鏡
　
光
中
　
客
舟
を
絆
ぐ
　
／
　
村
落

兌

び
来
る
　
桑
落
の
酒
　
／
　

舷

‥

共

に

酔

ひ

て
　

離

愁

を

解

く

○
崎
津
　

地
名
。
今
の

熊
本

餌
天

草
郡
河

浦
町
崎
津

。
古

く
か
ら
港
と

し
て
築
え

た
。
　
　

○
泊
舟
　

舟
を
と
め

る
。

○
清
幽
　

俗
間
を
離

れ
た
き
よ
ら
か
で
静
か
な
こ
と

。
　
　

○
客
舟
　
旅
路
の
舟
。
　
　

○
兌
　
悦

に
通
じ
る
。
よ
ろ
こ
ぶ
。

桑
の
葉

が
落
ち
る
頃
に
醸
し
た
酒
。
　
　

○
離
愁
　
人
と
別
れ
る
か
な
し
み
。

舟

中

聞

¨
笛

。

溶

溶

片

月

照

¨
舷

。
明

〇

何

處

清

風

満

一
笛

聾
・
〇

今
1
　
寂

寥

難
・
肩

睡

　
　
0
況

聞
・
浙

柳

入
倍
一
肩

情
・
O

舟
中
笛
を
聞
く

溶
溶
と
し
て
　
片
月

舷

を
照
し
て
明
ら
か
に
　
／
何
れ
の
處
よ
り
か
　
清
風
　
笛
聾
を
這
る
　
／
　
今
1　

vし
憑 よ

り

○
房

屋
　
家
屋
。
建

物
。

○
桑
落
酒
　

秋
の
末
、

寂
寥
た
り
て
　
褐
り
睡
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り
難
し
　
／
　
況
ん
や
折
柳
を
聞
き
て

○
溶
溶

Eま
。

水

の
盛
ん
に
流
れ
る
さ
ま

。

輯

情

を

倍

す

る

を

や

○
片
月
　

ゆ
み
は
り
月
。
　
　

○
今
1　
　
宵
は
、
宵
に
通
じ
る
。
今
夜
。
　
　

○
寂
寥
　
し
ず
か
に
淋
し

い
さ

○
折
柳
　
楽
府
、
横
吹
曲
の
I
、「
折
楊
柳
」
の
こ
と
。
梁
の
元
帝
・
柳
揮
・
劉
逡
、
陳
の
後
主
・
徐
陵
・
江
總
等
に
辞
が
あ

る
。
故
郷
を
出
る
時
、

柳
枝
を
折
っ
て
別
情
を
歌
っ
た
も
の
。
猶
お
、
こ
の
詩
は
、
唐
の
李
白
の
「
春
夜
　

洛
城
に
笛
を
聞
く
」
の
詩
、「
誰

が
家
の
玉
笛

ぞ
　
暗
に
聾
を
飛

ば
す

／
　

散
じ
て
春
風
に
入
り
て
洛
城
に
満
つ
　
／
　

此
の
夜
　

曲
中
　

折
柳
を
聞
く
　
／
　

何
人
か
故
園
の
情
を
起

さ
ざ
ら
ん
」
を
念
頭
に
お

い
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
　
　

○
輯
情
　

旅
人
の
も
の
思
い
。

登

遠

帆

棲
　

在
大
津

危

棲

結

構

近

江

。
逞
・

過

客

登

臨

思

ご

撫

』
「

盤

桓

心

未

「`

斜

陽
乍

落
つ
晩

鐘

傅
O

遠
帆
棲
に

登
る
　
大
津
に
在
り
て

危
棲
の
結
構

近
江
の
擾
　
／
　
過
客
登
臨
す
れ
ば
　
思
ひ
瀞
然
た
り
　
／
　
碧
水
微
茫
と
し
て
　
長
く
海
に
入
り
　
／
　
青
峯
黙
綴
し

て
　
聳
え
て
天
に
連
な
る
　
／
　
帆
を
揚
げ
て
　
遠
遠
と
し
て

漁
舟
去
り
　
／
　

植

を
展
べ
て
　
刷
刷
と
し
て
　
林
鳥
旋
る
　
／

景

を
撫
し
て

○
危
棲

こ

い
と

。

盤

桓

と

し

て
　

心

未

だ

轟

さ
ざ

る

に
　

／
　

斜

陽

乍

ち

落

ち

て
　

晩

鐘

傅

は

る

高
い
う
て
な
。
高
櫨
。
　
　

○
結
構
　
家
屋
の
た
た
ず
ま

い
。
　
　

○
過

客
　
た
び
び
と
。
　
　

○
登
臨
　
高
い
所
に
登
っ
て
下
方
を
な
が
め
る

○
瀞
然
　
き
わ
ま
り

の
な
い
さ
ま
。
　
　
○
碧
水
　
み
ど
り
の
水
。
　
　
○
微
茫
　

は
っ
き
り
し
な
い
さ
ま

。
ぼ
ん
や
り
。
　
　
○
青
峯
　

青
々

と
し
た
峯
。
　
　

○
鮎
綴
　
鮎
を
う
っ
た
よ
う
に
あ
ち
こ
ち
に
つ
ら
な
る
。
　
　

○
遠
遠
　
遠

い
さ
ま
。
　
　

○
刷
刷
　

鳥
の
身
軽
に
飛
ぶ
さ
ま
。
　
　

○

撫
　

み
る
。
　
　

○
盤
桓
　
進
み
が
た

い
さ
ま
。
　
　

○
斜
陽
　

ゆ
う
日
。
　
　

○
晩
鐘
　
夕
暮
を
し
ら
せ
る
か
ね
の
音
。

゛` ⌒y
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富
士
山

天

生
一
首

士
一
舞
一
東
滅

～
〇
週

。
歴
・
灘

州

づ
気

勢
宏
。
よ

奇
秀

峨
眉
間
グ
八
字
・
♂

高
標
王
柱
接
こ
二
清
一
よ

雲

誰
・
絶
歌

～
斜
光
爛

―
雪
積
一一

危
峯

～
瑞
色
明
O

墨
客
由

来
多
し
啄
賞

八

勝
名
永
輿

¨
世
倶

。
螢

―

富
士
山

天
　
富
士
を
生
じ
て

玉
柱
　
三
清
に
接
す

と
う
ぇ
い
　
　
し
づ

東

滅

を

鎮

め

／
　

週

に
草
州
を
墾
し
て
　
気
勢
宏

な
り
　
／
　

奇
秀
の
峨
眉
　
八
字
を
開
き

ぜ
つ
げ
ん
　
　う
づ
た
か

／
　

雲

は

絶

厭

に

堆

く

し

て

／

祚
光
爛
ら
か
に
　
／
　

雪
は
危
峯
に
積
り
て
　
瑞
色
明
ら
か
な
り

客
　
由
来
　

昧
賞
多
く
　
／
　

勝
名
永
く
世
と
倶
に
粂
え
ん

高
標
の

／
　

墨

○
東

滅
　
束

の
海

。
漑

は
、
大
海
。
　
　

○
気

勢
　

い
き
お

い
。
　
　

○
宏
　
お
お
き

い
。
　
　

○
奇
秀
　

め
ず
ら
し
く
す
ぐ
れ
て
い
る
。
　
　

○
峨
眉

中
國

の
山
名

。
四
河
省
峨
眉
蒜
の
西
南
。
唐

の
李
白
に
有
名
な
「
峨
眉
山

月
の
歌
」
の
詩
が
あ
る
。
こ
こ
で

は
富
士
山
の
喩
と
し
て
用

い
ら
れ
て

い
る
。

○
高
標
　

高
い
い
た
だ
き
。
標
は
、
い
た
だ
き
。
　
　

○
玉

柱
　
玉
の
柱
。
　
　

○
三
清
　

仙
人
の
居
處
で
あ
る
玉
清
・
上
清
・
太
清
を
い
う
。
　
　

○
絶

峨
　

高
い
山
。
厭
は
、
み
ね
。
　
　

○
祚
光
　

め
で
た

い
光
。
　
　

○
危
峯
　
高
い
峯
。
　
　

○
瑞
色
　
　

め
で
た
い
色
。
　
　

○
墨
客
　
書
書
や
詩
文
に

巧
み
な
人
。
文
人
。
　
　

○
由
来
　

も
と
か
ら
。
　
　

○
昧
賞
　
詩
歌
を
つ
く
っ
て
め
で

る
。
　
　

○
勝
名
　

す
ぐ
れ
た
名
1　
。

富
士
山
　
　
　

鄭

永
1
　

不
二

山
頭

奇
色

開
l
a
戸
氷
積
¨
雲
八
埃

該
っ

巍
然
切

崩
隣
需
屹

―
百

萬
雲
巌
伏

¨
朧
・
束
っ

富
士
山

不
二
の
山
頭

鄭
永
1　

奇
色
開
け
　
／

氷
を
畳
み
雪
を
積
み
て
　
八
咳
該
は
る
　
／
　
巍
然

り
よ

く
し

よ

く

刃

崩

隣
宥
屹
く
　
／
　
百
萬
の
雲
巌
　
地
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に

伏

し

て

束

る

○
奇
色
　

す
ぐ
れ
た
色
。
　
　

○
八
咳
　

八
方
の
は
て

。
　
　

○
巍
然
　
山
の
高
く
大
き

い
さ
ま
。
　
　

○

劣

勁

山

が
高
く
大
き
く
そ
び
え
る
さ
ま
。

○
隣
需
　
と

な
り
の
雲
。
宥
は
、
く
も
。
　
　

○
屹
　

山
が
そ
ば
だ
っ
て
け
わ
し
い
さ
ま
。
　
　

○
雲
巌
　
雲

の
か
か
っ
て

い
る
い
わ
お
。

括
グ
空
1
　頂

出
・
潭

峯
一
。
四

節
玲
瀧
白

雪
封
。

幾
度
英
才
嚢
自

馨
。
韓
頭
難
い
舎
玉
芙
蓉

。

空
を
捕
し
て
　
渾

頂
　

草
峯
を
出
で
　
／
　
四
節
　
玲
瀧
と
し
て
　
白
雪
封
ず
　
／
　
幾
度
か
　
英
才
　
嚢

自

ら
馨
き
た
る
　
／

韓
頭
す
れ
ば
　
會
て
難
し
　
王
芙
蓉

○
渾
頂
　

大
き
な

い
た
だ
き
。
渾
は
、
大
き
い
。
　
　

○
四

節
　
四
季
。
　
　

○
玲
瀧
　
冴
え

て
あ
ざ

や
か
な
さ
ま
。
　
　

○
嚢
　

ふ
く
ろ
。
　
　

○
韓
頭

頭
を
め
ぐ
ら
す
。
　
　

○
玉
芙
蓉
　
美
し
い
蓮
花
と

い
う
意
味
で
、
富
士
山
の
異
梧
。

巍
巍
玉

柱
帯
一
首

端
・
。
雪

色
晶
螢
第
一

。観

。
山
寺
五
更
曾
未

起
。
東
涯
日

上
已

ご
二
竿
。

巍
猫
た
る
玉
柱
　
雲
端
を
帯
び
　
／
　

雪
色
　

晶

螢
　
第
一
の
観
　
／
　
山
寺
　
五
更
　
檜
未
だ
起
き
ず
　
／
　
東
涯
　
日
上
り
て

す
で
　
　

さ

ん
か

ん

已
に

三

竿
○
巍
我
　

高
く
大
き
な
さ
ま
。
　
　

○
玉
柱
　
王

の
柱
。
　
　

○
雲
端
　

く
も
の
は
し
。
　
　

○
晶
螢
　
冴
え
て
す
き
と
お
っ
て
い
る
こ
と

。
○
五
更
　

午

前
四
時
。
　
　

○
三
竿
　
日
の
高
く
昇
っ
た

さ
ま
。
午
前
八
時
頃
を

い
う
。

絶
頂
峻
噌
聳
・
贈

蒼

～
〇
日
晴

猶
見

雪
よ
芦

光
〇

若
斉
一
五
嶽

八
争
・
池

下

し
〇
富
士
團

¨
推
一一
第

一
行
・
O
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絶
頂

峻
噌
と
し
て

碧
蒼
に
聳
え
　
／
　
日
晴
れ
て
猶
は
見
ゆ
　
雪
の
光
を
凝
ら
す
を
　
／
　
若
し
五
嶽
を
聘
っ
て
高
下
を
争
へ
ば

／
　
富
士
は
庖
に
第
一
行
に
推
す
べ
し

○
峻
噌

山
。

山

の
高
く
け
わ
し

く
重
な
る
さ
ま
。
○
碧
蒼
　
碧
も
蒼
も
、
あ
お
い
色

。

○
行
　

な
ら
び
。

○
五
嶽
　
中
國
に
お

い
て
、
國
の
鎮
め
と
し
て
尊
ん
だ
五
つ
の

山

寺
秋
月

蕭
蕭

語
語

樹
間

。
秋
〇

古
寺

黄
昏
月
色
幽
〇

萬
里

。
江
山
開
゜
自

席

〇
　
満
天

。
星
斗

舞
一
青
眸

≒
　
苔

階
人
1　
曇
花
冷
〇
竹
院
更

閑
賓
鏡
浮
O

一
百

八
聾
鐘
響
罷

。
老

檜
閑
歩
下
こ
局
棲
・
。

山

寺
秋
月

蕭
蕭
　
語
語
　
樹
間
の
秋
　
／
　
古
寺

く
　
／
　

苔
階
　
人
静
か
に

曾
閑
歩
し
て
　
高
櫨
を
下
る

黄

昏
　
月
色

幽

な
り
　
／

曇
花
冷
や
か
な
り
　
／
　
竹
院
　
更
た

け

は
な

閑

萬
里
の
江
山
　
白
書
に
開
け
　
／
　
満
天
の
星
斗
　
青
眸
に
諮

に
し
て
　
賓
鏡
浮
ぶ
　
／
　
一
百
八
馨
　
鐘
響
罷
み
　
／
　
老

○
蕭
蕭
　
落
ち
葉
の
も
の
さ
び
し

い
音
の
形

容
。
　
○
語
語
　
さ
ひ

し
げ
に
冷
た
く
吹
く
風
の
音
の
形
容
。
　
　

○
黄
昏
　

ゆ
う
ぐ
れ
。
　
　

○
江
山
　

か

わ
と
や
ま
。
　
　

○
星
斗
　

ほ
し
を

い
う
。
斗
は
、
星
宿
の
名
。
　
　

○
青
眸
　
あ

お
い
ひ
と
み
。
　
　

○
苔
階
　
こ
け
む
し
た
き
ざ
は
し
。
　
　

○
曇
花

曇
華
に
同

じ
。
花
の
名
。
和
名
だ
ん
ど
く
。
だ
ん
ど
く
科
の
多
年
生
草
本

。
奎
は
ニ

メ
ー
ト
ル
内
外
。
葉
は
形

は
芭
蕉
の
葉
に
似
、
厚
質
で
光
滞
が
あ
る
。

夏
か
ら
秋
、
鮮
紅
色
の
花
を
總
状
に
つ
け
る
。
○
竹
院
　

庭
に
竹
を
栽
え
た
書
院
。
　

○
更
　

夜
の
時
限
の
梧
呼
。
一
夜
を
五
更
に
分
け

る
。

○
閑
　
た

け
な
わ
。
盛
り
の
時
、
又
、
少
し
盛
り
を
過
ぎ
た
時
に
い
う

。
　
　

○
賓
鏡
　

月
の
喩
。
　
　

○
閑
歩
　

ぶ
ら
ぶ
ら
あ
る
き
。
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看
・
嶺

菊

犬

勝
園
渉
上
趣

偏

。濃
〇

況
復
霜
枝

逸
色
重
っ

荻

剪
不

¨
教
¨
裁
一
冊

艶
・
〇

鶯
稜
未

¨
許
織
・
屠

踪

≒

吟

節
太
乙
生
こ
黎
火
〇・
　

酔
對

流
霞
折
一
首

蓉
・
。
知
是
盛
朝
深
一
布

露
・
。
黄
花

十
月
右
ご
秋
容

≒

残
菊
を
看
る

勝
園
　
渉
上
　
趣

偏

に
濃
し
　
／
　
況
ん
や
復
だ
　
霜
枝
　
1
　色
重
な
る
を
や
　
／

踪
を
織
る
を
許
さ
ず
　
／
　
吟
諦

え
ん
せ
ん
　
　れ
い
え
ん

燕

剪

も

冷

畿
を

裁

せ

し

め

ず
　

／

太
乙
　
蓼
火
を
生
じ
　
／
　

酔
ひ
て
對
す
　
流
霞
　
紫
蓉
を
折
る
に
　
／
　
知
る
是
れ

あ
う

さ
　
　

は
う

鴬

稜

も

芳

盛

朝
　

雨

露

を

深

く

す

る

な

る
を
　

／
　

黄

花
　

十

月
　

秋

容

有

り

○
勝
園
　

す
ぐ
れ
た
庭
園
。
　
　

○
渉
上
　

渉
は
、
わ
た
し
。
上
は
、
ほ
と
り
。
川

の
歩

い
て
渡
る
こ
と
が
で

き
る
と
こ
ろ
の
ほ
と
り
。
　
　

○
霜
枝
　
霜

に
紅
葉
し
た
樹
木
の
枝
。
　
　

○
逸
色
　

す
ぐ
れ
た
色
。
　
　

○
燕
剪
　

燕
は
、
み
め
よ

い
。
剪
は
、
き
り
そ
ろ
え

る
。
美
し

い
刈
り
込
み
。
　
　

○
冷

艶

ひ

や
や
か

な
美
し

さ
。
白

い
花
の
形
容
。
　
　

○
鶯
稜
　

鶯
が
林
の
間
に
あ
っ
て
飛

び
遷

る
の
を
機
の
稜
の
動
く
の
に
喩
え
て

い
っ
た
語
。
　
　

○
芳
踪

美
し

い
あ
し
あ
と
。
　
　

○
太
乙
　

天
紳
の
名
。
太
一
・
天

帝
と
同
じ
。
　
　

○
黎
火
　
蓼
は
黎
に
通
ず
。
く
ろ
い
。
火
は
、
太
陽
を
い
う
。
く
ろ
い
太
陽

と

い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
　
　

○
流
霞
　

た
な
び
き
動

く
も
や
。

黄
色

い
花
。
こ
こ
で
は
菊
の
花
を
い
う
。
　
　

○
秋
容
　

秋
の
す

が
た
。

薩

錘
嶺

酒

店

留
・
蜃

蓋

し
O

雲

霞

続
一一
海

中

入

地

声

一
蚊

室
・
近
O

晴

空

し
O

○
紫
蓉
　
む
ら

さ
き
の
蓮
の
花
。
　
　

○
盛
朝
　

朝
の
ま
な
か
。
　
　

○
黄
花

門

輿
゜
蜃

棲
一
通
。
松
嶺
千

竿
。
月
O

濤

聾
萬
里

。
風
O

拳
¨
頭

。
観
こ
隔
廿

マ

W

白

雪

摺

・



薩

錘

嶺

せ
い
が
い
　
　と
ど

酒

店
　

族

蓋

を
留

め
　

／

月
　
／
　
濤
聾
　
萬
里
の
風

う

ん
雲

霞
　
海
中
を
続
る
　
／
　
地
は
蚊
室
に
連
な
り
て
近
く
　
／
　
門
は
蜃
棲
と
通
ず
　
／
　

松
嶺

／
　

頭

を
挙
げ
て
富
士
を
観
れ
ば
　
／
　
白
雪
　
晴
空
を
照
ら
す

せ
ん
か
ん

千

竿

の

○
薩
埋
嶺
　

薩
埋
峠

の
こ

と
。
静
岡
餌
庵
原
郡

興
津
町
の
東

の
小

嶺
。
　
　

○
族
蓋
　

は
た
と
き

ぬ
が
さ
。
き

ぬ
が
さ
は
、
絹
で
張

っ
た
長
柄
の
傘
。

○
蚊
室
　
蚊
人
之
室
と
同
じ
。
さ
め
の
住
む
所

。
蚊
は
海
中
に
住
む
動
物
で
、
そ
の
焉
す
所
が
人
に
類
す
る
の
で
蚊
人
と

い
う
。
　
　

○
蜃
棲
　

蜃
気
棲
。

○
千
竿
　
　

千
本
の
竿

。
は
る
か
に
高
い
こ
と
を
い
う
。

梅
滓
題
・
油

茶
花
一

膠
枝

稜
葉
影
よ
孚
相
恨
っ

深
浅
花
紅
鰻

爛
開
っ

岩
畔
露

濃
香
似

¨
巷
二

朧
頭

雪
重
前
同

¨
梅

．
O
厠

¨
風
絡
鐸
珍

珠
串
っ

昭
丿
日
玲

朧
錦
繍
堆

〇

此

種
茶
経
未
一
破

採

≒

山
家
何

。
處
乞
束
栽

よ
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枝し

-

う
め
ざ
は
　
　
　
　
さ
ざ
ん
く
わ

梅

滓

に

て

山

茶

花

に

題

す

稜

葉
　
諺
と
し
て
相
恨

ひ

雪
重
く
　
駒
　
梅
に
同
じ

／

／
　

深
浅

あ
か
　
　
　
　ま
ん
ら
ん

花

紅

く
　

鏝

爛

と

し

て

開

く

。

風
に
剛
り
て
　
絡
緯
と
し
て

此
の
種
　
茶
経

○
梅
渾

枝

。

ま

。

未
だ
牧
採
せ
ず
　
／
山
家
　
何
れ
の
處
に
か

／
　
岩
畔
　
露
濃
く

香

著
に
似
て
　
／
　

朧

珍
珠
串
き

／
　
日
に
照
り
て
　
玲
瀧
と
し
て
　
錦
繍

堆
し

乞
ひ
束
り
て
栽
ゑ
ん

戦
國
期
の
地
名
。
現
在
の
榊
奈
川
懸
中
郡
二
宮
町
山
酉
附
近
に
比
定
さ
れ
て

い
る
。
梅

の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
。
　
　

○
柊
枝
　

曲
っ
た

○
稜
葉
　
か
ど
だ
っ
た
木
の
葉
。
　
　

○

慢
爛
　

爛
爆
に
同

じ
。
平

仄
の
都
合
で
慢
爛
と
し
た

。
爛
幔
は
爛
1
　の
誤
用

。
花

の
咲
き
乱

れ
る
さ

○
岩
畔
　
岩
の
多
い
川
岸
。
　
　

○
著
　

茶
の
別
名

。
　
　
○
朧
頭
　

お
か
の
い
た
だ
き
。
朧
は
燭
に
通
じ
る
。
お
か
。
　
　

○
豹
　

韻
と
同
じ
。

お

も
む

き

。

○
絡
鐸
　

連
な
り
績
く
さ
ま
。
　
　

○
珍
珠
　
億
珠
の
異
名

。
　
　
○
玲
瀧
　
冴
え
て
あ
ざ
や
か
な
さ
ま
。
　
　

○
錦
繍
　

に
し
き
と
ぬ

い
と
り
の
あ
る
き
ぬ
。

○
茶
経
　
書
名
。
唐
、
陸
羽
撰
。
茶
の
こ
と

を
記
し
た
も
の
。
　
　

○
山
家
　
山
中
の
家
。
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辞
別
小

詩
。
書
少
・
金
子
弄

。
　
　
　

鄭
永
泰

岡

崎
経
一
扁

次

～

相

會
共
詩
篇
〇

愧
我
才
華

。
拙
〇
知
君

腹
笥

。
便
〇
奮

梅
抑
ご
返

旛
⊃

新

柳
促
一
肩

鞭
⊃

心

気
一
言

難
し
輦
〇

洗
¨
情
一

幅

。
能
O辞

別
小
詩
。
書
し
て
金
子
匹
に
似
る
。
　
　
　
鄭
永
泰

岡
崎
　
雨
次
を
経
　
／
　
相
會
し
て
詩
篇
を
共
に
す
　
／
　
愧
づ
　
我

才
華
の
拙
き
を

／

知
る

君

腹
笥
の
便
な
る
を

／

奮

梅
　

返

旛

を

迎

へ
　

／
　

新

柳
　

蹄

鞭

を

促

す
　

／
　

心

急

に
　

言
1　
し

難

く
　

／
　

情

を

洗

ふ
　

一

幅

の

能

○
似
　

さ
さ
げ
る
。
　
　

○
才
華
　

す
ぐ
れ
た
才

智
。
　
　

○
腹
笥
　

心ヽ
の
中

の
本
箱
。
博
學
多

識
で
あ

る
こ
と
に

い
う

。
　
　

○
便
　
口
先
巧
み
に

い

う
。
　
　

○
返
旋
　

軍
を
返
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
使
節
一
行
が
蹄

る
こ
と
を
い
う
。
　
　

○
幅
　

紙
。
　
　

○
僕
　
か
き
も
の
。

和
一
上

原

親

雲

上

辞

別

之

作
・
　
　
　

金

滓

休

使

者

西

蹄

。
路

〇

倭

逞

四

牡

。
篇

〇

中

心

憐
一
肩

會

八
〇

偶

坐

得
一
反

便

入

奏

¨
楽

。
傅

゜
鐘

馨

八
〇

題

¨
詩

。
把
・
崖

鞭

づ
〇

毎
1
　　懐

殊

下
1
　　 及
O

惜

¨
別

ご

華

崖
O

上
原
親
雲
上
辞
別
の
作
に
和
す

使
者
　
西
蹄
の
路
　
／
　
倭
逞
た
り

し
　

ぼ

金
庫
休

四
牡
の
篇
　
／
　
中
心
　
再
會
を
憐
み
　
／
　

偶
坐

へ
　
／
　

詩
を
題
し
て
王

鞭
を
把
る
　
／
　
懐
毎
に
殊
に
及
ば
ず
　
／
　
別
れ
を
惜
し
む

安
便
を
得
　
／
　

楽
を
奏
し
て
鐘
鼓
を
傅

一
華
の
能
。



「萍水奇賞」漢詩集
-23

○
倭
遅
　

回
っ
て
遠
い
さ
ま
。
　
　

○
四

牡
　

『
詩
経
』
小
雅
の
篇
名

。「
四
牡
」
の
篇
に
、「
四
牡
緋
誹
た
り

中
心
　
心
中
と
同
じ
。
心
の
う
ち
。
　
　

○
憐
　

い
つ
く
し
む
。
　
　

○
偶
坐
　
む
か
い
合
っ
て
す
わ
る
。

王

鞭
　
王
の
む
ち

。
筆
の
喩
と
し
て
用
い
て

い
る
。
　
　

○
華
　

す
ぐ
れ
る
。
　
　

○
能
　
か
き
も
の
。

舞
一
幸
地
副

使
・
　
　
　

荻
洲
因

五
馬
刷
刷
向
・一
鳳

豪
・
よ

雙
旗
這

傍
八

日
漫

～
開
・

仰
看

破
楽
周

。
文
物

―
又

有
゜
使
君

経
國

。
才

≒

幸
地
副
使
に
贈
る

荻
洲
因

／
　

周
道
倭
遅
た
り
」
と
あ
る
。

○
安
便
　

軽
快
を
覧
え
る
こ
と
。

○ ○

五
馬
刷
刷
と
し
て
鳳
豪
に
向
ひ
　
／
　
雙
旗
這

に
日
逞
に
傍
て
開
く
　
／
　
仰
ぎ
看
る
　
膿
楽
　
周
の
文
物
　
／
　
又
　
使
君
経
國
の

才

有

る
を

○
五
馬
　
五
頭

の
馬
。
太
守
の
異
格
。
　
　

○
刷
刷
　

往
来
す
る
さ
ま
。
　
　

○
鳳
毫
　
天
子

の
住
む
建
物
。
　
　

○
雙
旗
　
一
對
の
旗
。
　
　

○
日
逞

王

城
の
近
く
。
　
　

○
文
物
　
文
化
の
生
み
出
し
た
も
の
。
學
問
・
藷
術
・
法
律
・
制
度
・
宗

教
な
ど
。
　
　

○
使
君
　

天
子
の
命
を
奉
じ
て
四
方
に
使
す

る
者
の
尊
格
。
　
　

○
経
國
　
國
を
経
螢
し
治
め
る
。

答
一
家

親

卿
・
　
　
　

馬

克

義

邁

望

。
城

池

列
・
瀬

豪

≒

及
1
　　 街

。
滞

酒

書

囲

開
O

行

人

可

¨
羨

文

風

。
盛

―

詩

賦

推

敲

七

歩

。
才

―

は

る
か

邁

荻
親
卿
に
答
ふ

に
望
む
　
城
池

馬
克

義

閣
豪
に
列
し
　
／
　
街
に
及
び
て
　
濠
酒
と
し
て
　
書
圖
開
く
を
　
／
　
行
人

羨

む
べ
し
　
文
風
の
盛
に
し
て
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／
　

詩

賦
　

推

敲
　

七

歩

の

才

○
城
1
　
　城
の
ま
わ
り
の
濠
。
　
　

○
閣
毫
　

毫
閣
に
同
じ
。
毫
樹
（
も
の
み
毫
）
と
高
閣
。
押
韻
の
都
合
で
閣
豪
と
し
た
。
　
　

○
濠
酒
　

さ
っ
ぱ
り
と

し
て
清
ら
か
な
こ
と
。
　
　

○
書
園
　
え
ず
。
　
　

○
行
人
　

た
び
び
と
。
　
　

○
文
風
　

文
語
を
重

ん
ず
る
気
風
。
　
　

○
推
敲
　

詩
文
の
文
字
を
ね
る

こ

と

。

○
七
歩
才
　
作
詩
が
敏
捷
な
喩
。
魏
の
曹
植
が
七
歩
あ
る
く
間
に
詩
を
作
っ
た
故
事
に
よ

る
。

舞

・
兼

本

上

原

両

親

雲

上

三

首
　
　
　

荻

洲

因

龍

門

撃

處

接
一
決

冠
・
よ

懐

裡

。
明

珠

意

気

寒

―

秀
一
識

琉

球

文

物

。
盛
っ

留

¨
君

惜
九
六

不
1
　　 馨

」
父
歓
一
♂

龍

装
本
・
上
原
雨
親
雲
上
に
贈
る
二
首

萩
洲
因

門
　
挙
る
處
　
衣
冠
に
接
し
　
／
　

懐
裡
の
明
珠

て
　
惜
し
む
ら
く
は
交
歓
を
1
7さ
ず

○
龍
門

喩
。

意
気
寒
し
　
／
　

這
に
識
る
　
琉
球
　
文
物
の
盛
ん
な
る
を
　
／
　
君
を
留
め

登
龍
門
の
略
。
立
身
出
世
す
る
場
所
。
　
　

○
衣
冠
　

衣
冠
を
つ
け
た
人
。
官
吏
。
○
懐
裡
　

心
の
う
ち
。

○
文
物
　

文
化
の
生
み
出
し
た
も
の
。
學
問
・
藷
術
・
法
律
・
制
度
・
、
宗
教
な
ど
。

○
明
珠
　

す
ぐ
れ
た
詩
文
の

一

時
賓
館
此

。
相
撃
〇

腿
尺
題
¨
詩
。
尉
ゲ
客
顔

八
〇

借
問
。
郷
園
君
到
日
〇

春
花
先
満
七

星
山
O

一

時
　

賓

館
　

此
に
相

単
り
　
／

ん
や
　

七
星

山
に

○
一
時

さ
と
。

ひ
と
と
き
。

○
七
星
山

腿
尺
に
詩
を
題
し
て
　
客
顔
を
慰
む
　
／
　

借
問
す
　

郷
園
　
君
到
る
日
　
／
　

春
花
先
ず
満
た

○
賓
館
　

賓
客
の
止
宿
す
る
所
。
　
　

○

腿
尺
　
き
わ
め
て
近

い
距
離
。
　
　

○
借
問
　

試
み
に
問
う
。

中
國
の
山
名
。
循
建
省
霞
浦
懸
の
東
南
、
廣
東
省
文
昌
籐
の
北
な
ど
、
い
く
つ
か
あ
る
。

○
郷
園
　

ふ
る
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又
用
・
金

子
匹
韻
・

朝
朗
使

節
彿
¨
鞭
。
束

ご

几
識
英
名

作
賦
。
才
ひ

幸

。
有
一一
梅
花
新
月

。
好

≒

陽
春
白

雪
客
中

。
裁
・

又

、
金
子
匹

の
韻
を
用
ふ
。

刷
刷
と
し
て
　
使
節

鞭
を
沸
ひ
て
来
り
　
／
　
元
識
る
　
英
名
　
作
賦
の
才
　
／
　
幸
に
梅
花
新
月
の
好
有
り
て
　
／
　
陽
春
　
白
雪

客

中

に

裁

す

○
刷
刷
　
鳥
の
身
軽
に
飛
ぶ
さ
ま
。
こ
こ
で
は
、
鞭
を
振
う
様
子
の
喩
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
。
　
　

○
英
名
　

す
ぐ

れ
た
名
1　
。
　
。／゙
　○
新
月
　
あ
ざ

や
か
な
月
。
　
　

○
好
　

美
し

い
こ
と
。
　
　

○
客
中
　

旅
行
中

答
・
謳

親
卿
・
　
　
　

毛
廷
柱

1
　天
都

返
遇
・
冰

天

≒

處
處
嶺

梅
花
正
一
球

ナ
よ

在

¨
騨

ご
阿
承
珠
玉

。
句
・

清
新
俊
逸
杜

陵
。
賢
・

荻

親
卿
に

答
ふ

毛
廷
柱

臓
天
都
て
返
り
て
　
春
天
に
遇
ひ
　
／
　
處
處
　
嶺
梅
　
正
に
奸
な
り
　
／
　

騨
に
在
り
て
　

明

に
承
く
　
珠
玉
の
句
　
／
　
清
新

俊

逸
　

杜

陵

の

賢

○
腫
天
　

十
二

月

。
　
　
○
春
天
　

春
。
　
　

○
處
處
　

い
た
る
と
こ
ろ
。
　
　

○
嶺
梅
　

嶺
の
梅
の
花
。
　
　

○
奸
　

う
っ
く
し

い
。
　
　

○

騨
　
宿

騨
。
　
　

○
清
新
　

俗
気

が
な
く
斬
新
な
こ
と
。
　
　

○
俊
逸
　
す
ぐ
れ
て
ひ
い
で
る
。
　
　

○
杜
陵
　

唐
の
詩
人
、
杜
甫
の
こ
と
。
杜
甫
は
杜
陵
布
衣
と

自
梧
し
た
。
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喫1

辱

見
1
　　 恵
一
言

詩

～
〇

金
石

之

豹

―

感

吟

感

吟
・

忙
一
議

事

八

不

″
暇

¨
和
一一
芳

駒
・
♂

故
二
書
」
魯
作
二

絶

～

゜
以

呈

¨
之

’
゜

じ

け

な

鄭
永
泰

く

も
王

詩
を
恵

ま
れ
、

以
て

之
を
呈
す

。

金
石
の
豹
、
感
吟
感
吟
。
職
事
に
忙
し
く
、
芳
豹
を
和
す
る
に
暇

あ
ら
ず
。
故
に
奮
作
二
絶
を
書
し
て
、

○
金
石
之
豹
　
鐘

や
磐
な
ど
を
用
い
る
音
楽
の
ひ

び
き
。
美
し

い
ひ
び
き
を
い
う
。

る
傑
作
の
詩
歌
。

○
豹
　

韻
と
同
じ
。

講

一
菩
提
達
磨

書

～

一
寿
一
西

域

～
入
一
座

朝

八

掛
一
翻

。
嵩

山

～
徳
自

饒
―
面
壁

端
居
千
古

。
事

―
至

言
天
一
正

法

永
傅
昭
・

菩
提
達
磨
書
に
讃
す

一
た
び
西
域
を
辞
し
て
　

梁

朝
に
入
り
　
／
　

錫

を
嵩
山
に
掛
け
て

鄭

永

泰

○
感
吟
　
感
嘆
し
て
よ
み
あ
げ
る
に
足

徳

自

ら
饒

か
な
り
　
／
　
面
壁
端
居
　
千
古
の
事
　
／

今

に
至

る
ま

で
　

正

法
　

永

く

傅

は

り

て

昭

ら

か

な
り

○
西
域
　

中
國
の
西
方
地
域
、
中
央
ア
ジ
ア

ー
イ
ン
ド
な
ど
西

方
諸
外
國
の
總
柄
。
　
　

○
梁
　

中
國

の
王
朝
の
名
。
六
朝
の
I
。
　
　

○
錫
　

道
士
や
檜

の
使
う
杖
の
一
種
。
錫
杖
。
　
　

○
嵩
山
　

中
國

の
山
名
。
五
嶽
の
I

。
河
南
省
登
封
懸
の
北
。
達
磨

が
九
年
間
面
壁
し
た
少
林
寺
の
あ
る
所
。
　
　

○
面

壁
　

壁
に
向
っ
て
坐
騨
す
る
こ
と
。
　
　

○
端
居
　

家
の
は
し
近
く
に
居
る
こ
と
。
　
　

○
正

法
　
正
し
い
教
義
。



漢詩集「萍水奇賞」27

非
・
梅
花

し

痩
影

横
斜

錆
・
暁
風

づ
゜

衝
¨
寒
鮎
綴
ス
小

官
東

―
誰
憐

零
落
三
更

。
後
O

吹
i
K人
一
元

城
王

笛
。
中
入

梅
花
を
詠
ず

痩
影
横
斜
し
て
　
暁
風
を
送
り
　
／

城
玉
笛
の
中
に
入
る
を

つ
　
　
　
　
　て
ん
て
い

寒

さ

を

衝

い

て

鮎

綴

す

小
官
の
東
　
／
　
誰
か
憐
む
　
零
落
し
て
三
更
の
後
　
／
　
吹
い
て
江

○
痩
影
　

や
せ

た
木
の
枝
の
影
。
　

○
横

斜
　
斜
に
横

た
わ
る
。
　
　

○
暁
風
　

明
け
方
に
吹
く
風
。
　
　

○
鮎
綴
　

鮎
を
う
っ
た
よ
う
に
あ
ち
こ
ち

に

つ
ら
な
る
。
　
○
零
落
　
草
木
の
葉

が
枯
れ
落
ち
る
こ
と

。
こ
こ
で
は
、
梅
花
が
散
り
落
ち

る
こ
と
。
　
　

○
三
更
午
後
十
二
時
か
ら

午
前
二
時
ま
で
の

間
を
い
う
。
　
　

○
江
城
　
か
わ
の
ほ
と
り
に
あ
る
ま
ち
。
　
　

○
玉
笛
　
玉
で
作
っ
た
笛
。
美
し

い
笛
。
猶
お
、
結
句
は
、
唐
の
李
白
の
七
言
絶

句
、

「
史
郎
中
欽
と

黄
鶴
棲
上
に
笛
を
吹
く
を
聴
く
」
の
韓
・
結
の
二

句
、「
黄
鶴
橋
中
　
王
笛
を
吹

く
　
／
　

江
城
　

五
月
落
梅
花
」
を
念
頭
に
お
い
た
も
の

で
あ
ろ
う

。

薦
一
別

兼
本
上
原
雨

親
雲

上
・
　
　
　

荻
洲

因

星
紹

西
返
有
一
律

光
一
〇
傾
蓋

相
逢
騨

路
。
傍
1

通
¨
剌
ぶ

ハ
邦

観
・
漣

節

し
〇
呈

¨
詩
。
賓
館

接
一
友

章

～
〇

江
山
到

處
裁
一
噺

賦

入

梅
柳
開

時

廊
・
故

郷
・
よ

惘
恨

。
明
朝
分
¨
手

。
去

―
海
雲
千

里
望

蒼
茫
・

装
本
・
上
原
雨
親
雲
上
を
送
別
す

星
紹
西
に
返
り
て
　
暉

光

有
り
　
／

け
い
傾

荻
洲
因

蓋
　
相
逢
ふ
　
騨
路
の
傍
　
／
　
刺
を
通
じ
て
　
異
邦

磯
節
を
観
　
／
　

詩
を
呈
し
て
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賓

館
　

文

章

に

接

す
　

／
　

江

山
　

到

る

處
　

新

賦

を

裁

し
　

／
　

梅

柳

開

く

時
　

故

郷

に

向

ふ
　

／
　

惘

帳

す
　

明

朝
　

手

を

分

ち

て

去

れ

ば
　

／
　

海

雲

千

里
　

望

蒼

茫

た

り

○
星
紹
　

使
者
の
乗
る
車
を

い
う
。
紹
は
、
小
さ
い
馬
車
。
　
　

○
暉
光
　
か
が
や
く
ひ
か
り
。
　
　

○
傾
蓋
　
た
ま
た
ま
途
で
出
逢
い
、
互
に
車
蓋
を
接

近

さ
せ
て
相
語

る
。
一
見
し
て
相
親
し
む
こ
と
。
孔
子
と
程
子
と
の
故
事
に
よ
な
。
『
孔
子
家
語
』
致
思
篇
に
、「
孔
子
、
群
に
え
く
。
程
子
に
途
に
遭
ふ
。

蓋
を
傾
け
て
語

る
。
終
日
甚
だ
相
親
し
む
」
と
あ
る
。
　
　

○
騨
路
　

宿
場
の
あ
る
道
路
　
　

○
通
刺
　

名
札
を
さ
し
出
し
て
面
會
を
求
め
る
。
　
　

○
文

章
　

徳
の
外
面
に
表
れ
た
も
の
。
威
儀
・
文
跡
な
ど
を
い
う
。
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
、「
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞
く

べ
き
な
り
」
と
あ
っ
て
、
朱
熹
の
集

註
に
、
「
文
章
は
、
徳
の
外
に
見
は
る

る
者
、
威
儀
・
文
辞
、
皆
是
れ
な
り
」
と
あ
る
。
　
　

○
江
山
　

加
わ
と
や
ま
。
　
　

○
惘
恨
　

な
げ
き
悲
し
む

。

○
分
手
　

人
と
別
れ
る
。
　
　

○
蒼
茫
　
あ
お
あ
お
と
し
て
ひ

ろ
い
さ
ま
。

萍
水
奇
賞
畢

岡
崎
荻
金
二
子
。
唱
和
流
餅
臣
毛
廷
柱
及
鄭
永
泰
。
井
得
其
途
中
詩
若
干
首
。
珍
奇
不
置
。
録
鶏
一
巻
。
属
践
于
余
。
余
始
得
讃
琉
球
詩
。

其
詩
所
師
承
。
不
知
出
于
何
人
。
大
抵
不
過
唐
末
之
音
也
。
其
書
法
有
四
要
。
而
其
失
在
于
未
熟
也
。
昔
王
命
州
題
朝
鮮
詞
翰
曰
。
膝
生

者
。
呈
以
其
厭
家
膳
。
而
海
錯
野
鷲
之
是
好
。
二
子
之
意
。
亦
在
于
斯
乎
。
夫
殊
俗
入
貢
。
大
1
　朝
鮮
。
遠
総
和
蘭
。
朝
鮮
素
鯛
馨
詩
。

毎
使
者
至
。
士
大
夫
例
鳥
唱
和
。
和
蘭
只
國
字
旁
行
。
而
論
弾
詩
耳
。
琉
球
瓊
小
國
。
然
以
内
附
薩
州
。
文
教
所
報
。
有
若
毛
鄭
。
蓋
國

中
猶
有
栴
巨
摯
者
。
不
知
其
才
藻
如
何
。
書
以
侯
官
日
論
焉
。

尾
張
　
　
　
藤
盆
根

岡
崎

の
荻
・
金
二

子

、
琉
餅
の
臣
毛
廷
柱
及
び
鄭
永
泰
に
唱
和
し
、
井

に
其
の
途
中
の
詩
若
干
首
を
得
た
り
。
珍
奇
に
し
て
置
か
ず
、

録
し
て
一
巻
と
協
し
、
膨
を
余
に
属
せ
り
。
余
始
め
て
琉
球
の
詩
を
讃
む
を
得
た
り
。
其
の
詩
の
師
承
す
る
所
、
何
人
に
出
づ
る
か
を
知

ら
ず

。
大

抵
唐
末

の
音
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。
其
の

書
法

は
四
法

有
り
て
、
其

の
失

は
未
熟

に
在
る
な
り

。
昔
、
王
1
　　
州

、
朝
鮮
詞

翰
に
題
し
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て
即
く
、
膝
生
な
る
者
、
呈
す
る
に
其
の
家
膳
を
厭
ひ
て
、
海
錯
野
1　
の
是

好
を
以
て

す
、
と

。
二
子

の
意

も
、
亦
斯
に
在

る
か
。
夫

れ

殊
俗
入
貢
、
大
い
に
朝
鮮
を
鶏
け
、
遠
く
和
蘭
を
焉
く
。
朝
鮮
素
よ
り
聾
詩
に
嫡
へ
ば
、
使
者
の
至
る
毎
に
、
士
大
夫
例

ね
唱
和
を
鶏
す
。

和
蘭

は
只

だ
國
字
1
5
　
行

に
し
て
、

詩
を
論
じ
弾

す
の
み

。
琉
球

は
瓊
小
な

る
國
な

れ
ど
も
、
然
れ
ど
も
薩
州
に
内
附
す
る
を
以
て
、
文
教

の
草
ぶ
所
、
毛
・
鄭
の
若
き
有
り
。
蓋
し
國
中
猶
は
巨
摯
を
梧
す
る
者
有
ら
ん
。
其
の
才
藻
の
如
何
を
知
ら
ず
。
書
し
て
以
て
官
日
の
論

を

僕

っ

。

尾

張
　
　
　

藤

盆

根

○
琉
餅
　
未
詳
。
琉
球
の
こ
と
か
。
　
　

○
珍
奇
　

め
ず
ら
し
い
も
の
。
　
　

○
師
承
　

師
か
ら
教
を
承
け

る
。
　
　

○
四
要
　
今
僣
詩
（
律
詩
・
絶
句
）

に
お
け
る

詩
形
、
押

韻
、
平

仄
、
對

句
の
四
つ
に

つ
い
て
の
き
ま
り

を
い
う
の
で
あ

ろ
う

。
　
　

○
王

命
州
　

明
、
王

世
貞
。
命
州
山
人
と

彼
し
た
。

○
家
膳
　

自
家

の
手
料
理
。
　
　

○
海
錯
　

豊
富
雑
多

な
海
産
物
。
　
　

○
是
好
　

よ

い
と
し
て
好

む
こ
と
。
　
　

○

殊
俗
　
風
俗

の
ち

が
う
外

國
。

入
貢
　

み
つ
ぎ
物
を
以
て
来

る
こ
と
。
　
　

○
鯛
　

習
熟
す
る
。
　
　

○
1　
詩
　
音
楽
の
こ
と
。
　
　

○
1　
行
　
横

書
き
の
文
字
。
　
　

○
瓊
小
　

き
わ
め

て
小

さ
い
。
　
　

○
内
附
　
服
従
し
来
る
。
　
　

○
巨
摯
　

お
や
ゆ
び
。
韓
じ
て
衆
人
に
傑
出
し
た
人
物
の
喩
。
　
　

○
才
藻
　
才
知
と
文
藻
。
詩
歌
・
文

章
の
思
想
の
豊
か
な
こ
と
。
　
　

○
藤
盆
根
　

河
村
盆
根

（
乾
堂
）
。
そ
の
先
祖

が
藤
原
氏
の
出
で
あ
る
と

い
う
の
で
、
修
し
て
藤
と
梧
し
た
。

寛
政
三

年
亥
正
月

書
林

三
州
岡
崎
連
尺
町

扇
屋
傅
左
衛
門

尾
州
名
古
屋
本
町

永
楽
屋
東
四
郎


